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道徳の時闘における読むことの意味

「ないた赤おに」 を中心に

石 丸 憲 一

は じ め に

道徳の時間の授業においては,そ の多くの授業で資料を利用し,資 料を読むことが

活動に位概づけ られている。国語科の授業では,教 材文という形で文学教材や説明文

教材を読むことが主要な言語活動 として位置づけられている。道徳の時閥の授業 と国

語科の授業で共に行われている読むことについて,同 じ読むことを取 り人れているが

ために,時 として国語 と道徳の時間にすべ きことの境がはっきりしなくなるという教

師たちの言葉に興味を持ち,な ぜそのようなことが起 きているのかをこれまでの研究

で明 らかにした。

その結果,石 丸(201.3a)で は,言 語教育と文学教育,あ るいは,形 式主義 と内容

主義 という国語教育観の違いによって,道 徳教育をどう捉えているか ということにつ

いて,大 きな違いがあることが明 らかになった。そして,教 師として,国 語と道徳 と

いう二つの教科 ・領域の授業 を進めてい く中で,は じめは国語教育観が明確になって

いないことが原因で,道 徳 との境界がはっきりせず,実 践を積み上げることによって

徐々に 「観」が 培 われ,道 徳 との違 いもはっきりすることがで きるということがわ

かった。

このような研究を進めている申で,数 時問あるいは ト数時聞をかけて到達する地点

が,読 みの目指すところ,い わば国語的な読みに到達するという国語科の読みの性格

と,一 時間の中で道徳的な読みに到達する遵徳の読みの性格について,そ の違いを明

らかにする中で,指 導及び授業方法の面か ら両者の違いを明らかにす ることができる

のではないか と考えるようになった。

そこで,本 稿では,実 際の道徳の授業における読み と国語科の文学の授業における

読みを比較 し,分 析することで,道 徳の時闘の授業での読むことと麟語科の授業での

読むことの構造的な違いを明らかにしていく。 さらに,そ の違いを意識 して授業をす

ることにより,よ り有効な道徳の時間における資料の取 り扱いについても考えていく。
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嘔 研究の方法

そこで,道 徳の時聞の授業と国語の授業の読むことにおいて,何 をどう読 ませ よう

としているかを遵徳の時問の授業では指導案の本時の展開の部分を,国 語科の授業で

は単元計画の主として第2次 の部分 を取 り出し,比 較することでそれぞれの授業にお

ける読むことの特徴をつかむことができると考えた。

比較するためには,同 じ資料 ・教材である方が扱いを比較 しやすいので,道 徳資料

にも国語科教材にもなっているものとして,「 ないた赤おに」(「ないたあかおに」)を

取 り上げた。道徳資料 としては,文 渓堂,学 校図書ほか多 く掲載 されてお り,国 語科

教材としては平成23年 版においては教育出版2年 下に掲載されている。道徳の時間の

指導案 としては,多 く掲載されている2年,3年 について,岡 語科の教材 としては2

年についての指導案を収集 し,必 要データを取 り出し,分 析することとした。

また,読 みの対象 となるテキス トとして,道 徳資料 と国語の教科書教材 と原作に近

いテキス トの置者を比較する中で,読 みの実際とテキス トとの関係についても考えて

い く、,

黛 道徳の時間の資料の読みと国語科の教材の読み

G)「 ないた赤おに」の道徳の時間の資料の読み取 り場面の考察

道徳資料の読みは,基 本的に初読 一回きりである。その一一回の読みで読み取れるこ

とは当然なが ら隈 られている。石丸(2013b)で は,文 学テクス トの初読の読みでし

ていることとして,

・あ らす じや入物の把握

・人物の心情の把握

が主なものであることを明 らかにしているが,道 徳資料の読みの一回の読みで してい

ることと同様であると考える。 これ らが,本 時の展開の中で どう表れているかを見て

い く。

次 頁の資料 ユのA～Fの 展開における心情 を問う発問のイ{:方について見てみる。A

については,詳 細が記述 されていないので分か らないが,B～Fに ついては,あ らす

じについての確認を行った後で,「～のときの○○の気持ちはどんなだったで しょう」

や 「○○は,ど んな気持ちから～ したのでしょう」 と間う発問を中心1こ授業が進めら

れている。一回の読みのみで入物を把握 し,心 情に迫っていくことはなかなか難 しい

ことと思われるが,道 徳の時問の読みを含んだ指導過程の申では,そ れが実現 されて

いる。 このことをどう捉えたらよいのだろう。

このことについては,展 開の中で取 り上げ られている場面の取 り上げ方か ら考えて
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資料lfな いた赤おに」の展開における読み取り場爾(道 徳/2・3年)

誌 み取 りの 部 分 の表 記

天践A

2,ヂ む い た赤 お に」 の釦1ゴ テー プ を厨 く。

3.議 の あ らす じを確 認す る。

(1)赤 旭が 村 人 た ち と紳 よ くした い と考 えilて 札 をylて るが.だ れ

も遊 びに 未 な い。

(2)揖 目を 編い た}5塊 が 村 で 大暴 れ を し 示鬼 が1ず鬼 を退 敵 させ 嶺,

(3)赤 鬼 は村 入 と紳 よ くな り,凝 しい 朗1を 過 ごす。

(4)遊 び に 未 な くな っ た 露鬼 の こ とが 気 が か りにな り,官 鬼 の 家 を

訪 れ る。

(5)霧 鬼 が1:き 残 して い っ た張 り紙 を 謹 ん で,赤 鬼 は 垂f鬼の 心 の や

さ し さに涙 を搬 す。

4.赤 鬼や げ鬼 に つ いて 話 しく,うe

(1)u-meの 行 為 とその 心報 。

(2)赤 鬼の も 為 とそ の 心癒 。

〈號 ノ」くの 仕 ゐ〉

初 魂1テ ー プ で の 誘

み 囲か せ

く戸解 の 内 浮〉

あ らす じの 把 握 ゆ 心
'桁の把 抜:

〈心 もま敵 み の対 攣人物 〉

霜 お に,赤 お に

幽 典}lttp:〆/is2.s$s.fLlkushll-}/ltl-一{三.貧c諭/1数$-db/tx重/60000。klyo秘/短yO翫063/1i翻/00035.h£ml

メ誠B

2y(料 「ない た 示お に」 を 読 んて 議 し{学う。

○ ゐて札 をこ わ した赤 お に は,ど ん な識 持 ち だ ろ う。

○}弼3に の 「ぼ くが 村 に行 って あ ばれ よ う。」 とい う考 え を 婦 いて,赤

お に は ど う思 っ た だろ う。

◎憂 り紙 を雌 んで 江 い て い る赤 お に は,ど ん な思 いだ ろ う、、

…-1「

〈貌 」高の 徹 方 〉

〈μノ漁.の 内 谷 〉

心'痘の把 握

〈心1臨 読みの 対 象入物 〉

赤 お に

911典hゆ:/・/www¢du.薇y廊c旗 義.1富◎s}1禰aJp/一 ・joαLlel31il3alHi--skoしY(!}otl{ol〈LLi/2-2.1>clf

人戊c

◎r料 の 内 蕎 を知 る。
・登坊 入物 に 碍す る条曾

・瓢擁 を聞 くΩ

◎ 議 し今 い を深 め る 、,

状況を捉える。

め涙 をい っ ぱ いた め て 「あか お に」 は,ど ん な気 持 ち で い るだ ろ う。

② 「あ お お に」 の お か げで,入ilと 紳 良 くなれ た 「あ かお に」 は どん

な メ㌔持 ち で い るだ ろ う。

③ 「あ かお に」 が,た らた ら と涙 を流 したの は なぜ だ ろ う。

2 〈弧 示 の 畳 方〉

初 沈:範i,ノi

〈読 解 の 内 蕎〉

入物 の 把 鰹,心 蒋 の

把 夢

〈'亡臨 濾み の 対象 入物 〉

赤お に

il典.h縦p://www.sa疑a搬a-c麺y.鴛djp/03siryo/sldoua韮1～3/ti _cloutoku/lC>iieT/icl◎/2/0150706906%Eフ%9C%～}F%露3%

$至%AE「 ン6歪三5%8F%8B%歪E6曾4}83%$5「 ン纏三3%82%92.罫)ξlf

融 虹)3

2。 資 料 を誘 ん でsfiし 今 う。

① 赤 鬼 の悩 み を翻 い た と き,lf鬼 は どん な こ と を思 っ たで し ょう。

② 村 入 と紳 艮 くす る赤 鬼 を 児て,ど ん なメ㌔持 ちでt嚢 鬼 は 手 紙 を1=い

た の で し ょうか 。

⑬玩 鬼 は 話 鬼 か らの 手 紙 を 眺 み,泣 きなが ら,心 の 申 で どん な こ と を

思 っ た で しょ う。

1い きhttp:〃ww、v.b繊kei.c◎ ■jp/氏鍛儀嬉践加}e/pclfldO303()L拶df

〈猛 示 の仕 方 〉

初1

ぐ1/t解の 内春 〉

官 お に,赤 お にの 心

煽 の把 握

〈心'i}∫砒 み の対 象入物 〉

霧 お にゆ 赤 お に

'メ織E

2,寅 料fな い た赤 お に」 を剛 み 感想 を発 表 し場}1深 題 を 確 認す る。

○ お 舌を聞 い て,心 に 残 っ た と ころ は ど こで した か。

3,か お に とifお にの 気持 ち につ い て考 え,舌 し合 う。

○ 赤 お には,ど ん な気 持 ちか ら んて札 を 琉て た の で し ょ 航,

OI3お には,ど ん なメ㌔蕎 ち で 「ぼ くが ふ も との村 へ 行 っ て あ ばれ よ う」

と った の で し ょう。

○ 掃お には,ど んな 激葺 ちか らゼ き手紙 を して旅 に出 た ので し ょ う。

◎ll:お に の 罫紙 を 賊 ん で 涙 を厩 す 赤 お に の 心 の 中 は どん なだ っ た で

し ょう。

3 〈屍 承 のイ1:方〉

初 賦:記 み 聞 か せ

(鉱,ノの

ぐ,ノ逼解 の 内 容 〉

心 瘡 ぴ)把握

く心 煽 誌 みの 対 象 人物〉

赤 お に ⇔1∫ お に → 万

お に⇔u:お に

ll㌔LIIi.h重 無っ:/fWiLv、へらi、va宅e_ednyjp/db/縫b2/si6 _dε 玉ta/es/dQu£okし 葦/¢06(至QOO8・Pdf

ノ犠F

2「 ない た 示お に」 を こん で 活 し脊 う。

○ 村 で 人 泰 れ す る とい う 汀お に の 讃 を 婦 い た と き赤 麗 は どん なメ㌔持 ち

だ った だ ろ うか 。

○ 「だ め だ い。 しっ か りぶ つ ん だ よ」 と ぼ鬼 に'一わ れ た ときの 赤 鬼 の

メ㍉持 ち は ど ん なだ っ た だろ うか。

◎ 冒鬼 の 手紙 を読 ん で涙 を流 す 赤鬼 は,ど ん な職 持 ち だ った だ ろ うか 、、

圃…菖「π

ぜ,鶏示 の ま:1汚r

〈読解の内春〉

心翫の把払1

〈'目蒲擁みの対匁入物〉

赤おに

塁～典 遮 ・・//・ea・¢h・醐k・ ・wa-c圃p/d・t翻 ・糊 想2()劇20007重 ・pdf
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みたい。一般的に,道 徳の時闘の展開の中では,心 情を問 う場面は単一でな く,複 数

の場面においてなされることが多い。実際に,取 り一ヒげた6例 のうち,5例 について

は複数の場斑での心情を考えるような授業になっている。Cに ついては,結 末の場面

にしぼって発問が重ねられてお り,こ のような展開は珍 しいものと言える。しか し,

Cに ついても,話 し合いに入る前に,入 物の確認が しっか りと行われていることが う

かがわれる。

それぞれの実践においてどの場面について発問が設定されているかを資料2の 表に

まとめた。

資料2A～F実 践の発間の対象に している場面

場 面

人問と友達にな りたいと思い,立 て札を作る

立て札を読んだ人間に逃げられてしまう

腹を立てて立て札を壊してしまう

青鬼の計画 を聞いて,実 行に移す

暴れる脊鬼を追い出 して,い い鬼だ と思われる

村人と伸良く過ごす

青鬼のことが気 になって,青 鬼を訪ねる

青鬼の手紙を読んで泣く

△

㊨

}㊨

㊨

…⑳

…㊨

○

　○

⑳ ◎

C

◎

蘭…δ

氾

○

○

○

○

㊧

⑳○

F

○

…
○

◎

自丸が赤鬼,黒 丸が育鬼であ り,二 重丸が中心発問 と位罎付けられているものであ

り,㊨ は,あ らす じの確認を主 としているものである。人物の心情の対象については,

授業の目指す ところにより赤鬼であった り青鬼であったりするが,低 学年の授業では

赤鬼の心情を追究することが多 く,学 年が上がるにつれて青鬼について扱うことが多

くなることが知 られてお り,今 回の分析においてもそのような結果になっている、、

青鬼の心情を考える場合には,青 鬼が登場する場面が少ないことか ら,人 間と友達

になりたいという赤鬼の話を聞いて青鬼が自分を悪者 にする提案をする場面を取 り上

げることが欠かせないと言える。しか し,赤 鬼の心情 を考えようとすることを考える

と,主 入公の赤鬼は全編を通 じて登場 しているので,ど の場面を取るかということが

問題になって くる。

赤鬼の心情 をどの場面で考えさせようとしているかという視点か ら表を見ると,ど

の場面が多く選ばれているか ということについては,結 末の場面 を除いては,あ まり

差異は見 られない。赤鬼の心情 を追究 しようとしている実践B,D,£,Fに ついて,

取 り上げた場面のつなが りを考えることによ り,ど の ような道筋で手紙を見て泣 く場

面につなげ ようとしているのかを考えてみたい。

B:腹 を立てて立て札を壊 して しまう→青鬼の計爾 を聞いて実行に移す→手紙を読ん

で泣 く

D:腹 を立てて立て札 を壊 してしまう→村人と伸良 く過ごす→手紙 を読んで泣 く
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狂:入 間と友達にな りたいと思い,立 て札を作る→手紙を読んで泣 く

F:青 鬼の計画を聞いて実行 に移す→暴れる青鬼を追い出して,い い鬼だと思われる

一・手紙を読んで泣 く

これらを考えるLで,「 青鬼の計画を聞いて実行に移す」 という場面を取 りi/1げる

か取 りLげ ないかが追究の方向性を大 きく左右するのではないかと考えられる。 この

場面があることによって,「 青鬼の計画を」受け入れたことが強調され,「 手紙を読ん

で泣」いたときの心情を考える ヒで,青 鬼の申し出を断れなかったことを後悔する気

持ちが より大きく捉 えられるようになるだろう。逆に,こ の場面を取 り上げなければ,

脊鬼への感謝の気持 ちの方が大きく感 じられるようになるため,こ の場面を取 り上げ

るか否かによって,追 究の方向性を左右することになるのである。

このように,ど の場面を取 り上げて心情を考えさせるかによって,ど のように人物

の心情 を捉えるかが変わって くるのであるが,そ の選択は表2に 表れた結果を見る限

りでは,授 業者の構想によって異なっていると言える。そして,最 終的には,赤 鬼が

泣いたときの心情 に向かわせるという点においては共通 しているのだが,そ こに至る

読みの道筋を変えることによって,資 料の読みか らの授業の道筋の多様さが生まれる

のだと考えられる、,

い くつかの場面での心情の検討が最終場面の心情の検討の元になるということは見

えてきたのだが,そ れは同時に,読 みの成立とい う点から考えると,そ こには初読の

読みの質 としての弱 さをカバーす るという機能があることも考えられる。い くつかの

場面を取 り上げて心情 を考えさせ ることにより,一 度の読みでは読み取れないことを

補っているのである。

(2)「 ないた赤おに」の国語科の資料の読み取 り場面の考察

次頁、資料3を 見 ると、国語の授業における読解の過程は,「 ないた赤おに」の単

元であれば,場 面ごとに区切ってどの場面も扱いなが ら進めるようになっていると言

える。 これは,他 の文学教材の場合にも同 じことで,場 面 ごとの読みを重視 したもの

である。基本的に国語の授業では,テ キス トのすみずみまでを読むことが当た り前で,

読んでいない ところがあれば,そ れは読み残 しと考えてしまう教師の姿勢 も否定はで

きないだろう。

このような国語科の読みでの完壁を求めるようなすみずみまでの読みが本当に必要

なのかどうかについては,今 後考えなければならないところであろうが,と もか く,

まんべんなくという読みの特徴があることは確かである。もちろん,場 面によって軽

重をつけることが行われていることもあるのだが,そ れは,軽 重の範囲の うちのこと

であって,力 を入れて扱 うことには違いはない。

では,テ キス ト全体を読解 しなければ得 られない読みとは…体何だろう。おそ らく

そこに国語科における文学教材の読みの 口指すところがあると考えられよう。小学校
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道徳の時覇における読むことの意味

学習指導要領国語で文学教材の学習で身に付けるべ き内容 として,次 のように示 され

てい る。

低学年では,「場面の様子について,登 場人物の行動を中心 に想像 を広げなが ら読

むこと。」

申学年では,「場面の移 り変わりに注意 しながら,登 場人物の性格や気持ちの変化,

情景などについて,叙 述を基に想像 して読むこと。」

高学年では,「 登場入物の相互関係や心情,場 面 についての描写をとらえ,優 れた

叙述について自分の考えをまとめること。」

今回の2,3年 生の実践では,当 然なが ら低学年,中 学年についての記述がふまえ

られている,,こ の学習指導要領の記述をふまえ,し かも文学的な読みであるという国

資料3「 ないた赤おに」の展開における読み取り場面(国 語/2年)

読み取 りの部分の表記 出典(URL)

第3・4時 赤おにのB記 を書いて,入 間と伸良 くな りたい赤お

にの設定 を読む。

第5・6時 木こ りへの手紙を書いて,赤 おにか ら逃げ繊す木こ

り(入 間)の 状況 を読む。

第7・8時 旅に出る前の脊おにの 臼記を書 き,そ の心情 につい

て話 し合 う。

第9・!0時 赤おにから青鬼への手紙 を書 いて,泣 いている赤お

にの心情 について話 し合 う。

〈提示の仕方〉

初読→再読

〈読解の内容〉

設定,状 況の把握

心情の把握

〈心情読みの対象入物〉

木 こり,青 おに,赤 おに

出 典htψ:〃irkb.hiroshii3aa--g.acjp/n3etacib/剛 振ly・/AAII551679/ん 寵dしicResnv39ww207,pdf

第二次 自分の気持ちを考えなが ら 「ないた赤おに」 を読 もう

① 一～ 三場面での,赤 おにの ド願い」を読 みとり,読 み手 とし

ての 「願い」 をもつ。

② 四～五場諏での,赤 おにと青おにの 「願い」 を読み とり,読

み乎 としての 「願い」 を持つ。

③赤おにと青おにの人物像 を一～五場面の中で捉 える。

④六場 面で,な ぜ赤おには泣いたのかを考え,交 流する。

⑤赤おにか ら青おにへの返事の手紙を書 く。

〈提示の仕方〉

初読→再読

〈読解の内容〉

心情の把握一陣入物像の把

握,心 情の把握,続 きを

考える

〈心情読みの対象人物〉

青おに,赤 おに

出典 『文学 ・説明文の授業展開 全単元 低学年編』(学 事繊版,2012年)

第1次

○全文を読み,初 めの感想を書 く。

○場面や登場入物を確認 し,感 想を交流する。

○(一)の 場 瀬か ら赤おにが どの ようなおにか を話 し合 ってま

とめる。

第2次

○場 面ごとに,木 こ りたちの反応,そ れに対す る赤おにの気持

ち,青 おにの考えと入柄,村 人の気持 ちの変化,青 おにの とっ

た行動の意味 と赤おにの気持 ちを読み取る。

O音 読,ワ ー クシー トへの書 き込みと話 し合い,視 写 などの基

本的な轡語活動 を逓して,主 体的に読みを進める。

○題名について考える。

〈提示の仕方〉

初読→再読

〈読解の内容〉

場爾や人物の把握

各入物の心情,入 物像,

変 化 の把 握,行 動 の意

味,題 名の意味の考察

〈心情読みの対象人物〉

木こ り,村 人,育 おに,

赤 おに

ll-1-SIS$}lttp:〃 ¢dし}co13et.jp./ineinbei"/¢o鷺 艶熱宅s/kokugo__s/PI)F/02_04_ikaitaal〈aoni.P(圭f
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創f醐大学教育学論集 第66壕:石 丸

語科での読みとは 一一体どの ようなものかを考えてい く。

先に述べた学習指導要領の記述の申の低学年の指導事項 として 「場面の様子につい

て,登 場入物の行動 を申心に想像を広げなが ら読むこと」があるが,低 学年では気持

ち,心 情 を捉えるという記述は一切ない。 しか し,実 際の授業では,心 情 を考えるこ

ともしている。このことをどう考えたらよいか と言えば,低 学年で読みの対象 となる

教材では,行 動 と心情が一体 となっているため,行 動を読み取ることができれば心情

もそれに伴って理解することがで きるということなのである。

学年が上がると行動 と心情が…体 とな らなくなる傾向にあ り,行 動 とは裏腹な心情

や真理が見 られるようになるため,行 動だけを押 さえることでは読みを完結できなく

なる、,つまり,読 むこととは,い つ も同 じレベルで行われているのではなく。年齢に

合った,個 人に合ったレベルというものの中で行われているのであ り,そ の読むこと

で している作業全体の中のどの作業が行われているかを考えることが必要だろう。道

徳の時間の読みでは,ど のような作業が行われているか,国 語科の読みではどうかを

比較することでそれぞれの読みの実態が よりはっきりするだろう。

3文 学の読みのモデル図を使 った道徳の読みと國語の読みの比較

(の 文学の読みのモデル図から考える

読むということは,読 むたびに新たな読みが重ねられていくものであ り,簡 単に理

解で きることか ら複雑に理解 されることへと層状に積み重ねられていくものと考えら

れる。その中で,石 丸(20ユ4)で は,読 みを形づ くるものを挙げて,そ の全体構造と

して示 している。資料4の 図である。

資料4文 学の読みのモデル図

・登 場 入 物 ・時 代 ・背 舞転

・心情 ・心理

・描写 と意陳

感 露

i-i

動 さ

文脈の形成

越

iト
ー リー

,プ ロ ッ ト)

・入物の変化

評価

まず,表 層的な読み取 りの内容として,登 場入物,時 代,背 景,場 所などの設定

展開の把握 といった基礎的なものが挙げられる。これらの読み取 り内容では,客 観的

に理解 されることがほとんどであ り,読 み手によって異なる読み取 りをすることは少

ない。ここでの読みに個入差が生 じるとすれば,誤 読である可能性 も大 きいと言える。

道徳の時間の読みでも,人 物の心情に迫る前に,あ らす じの確認をすることも多いが,

それは 「確認」であ り,共 通理解である、,いわば,そ の後の読みの前提 となる押 さえ
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道徳の時闘における読むことの意味

である。

その次の段階の読み取 り内容 として,入 物の心情や心理を読んだ り,入 物の関係の

把握,入 物の変化の分析をすることが挙げられる。道徳の時間の読み と小学校の国語

科の授業で扱われるのは,主 にこれ らのことについてである。

さらに深い読み として位概づけられるのが,描 写 と意味 との関係を捉えた り,主 題

についての考察やテキス トへの評価などがあるが,こ れ らについては,国 語科の読み

においても,時 聞をかけることによって成 り立つ読みであると濡える。

また,こ れ らのいわゆる読解に関わる作業だけでな く,読 解 を助けるイメージをす

ることや,瀟 白さを感 じた り感動 した りする情意的な作用 も読むことの大事な側面で

ある。そして,こ れらの要素は,国 語科における読みとしては,確 かな読みと豊かな

読みという表現をすれば,ど ちらかといえば豊かな読みをするために欠くことができ

ないことと考えられている。

国語における文学の読みでは,基 本的にこれ らの全体を対象として行われるが,道

徳の時問の読みでは,全 てを読みの対象 としているとは考えにくい。それでは,こ れ

らの読みの内容ごとに,国 語科,道 徳の時問それぞれの読みにおいて対象とされてい

るかを見てみることにする。

(2)道 徳の読み と国語の読みの比較

「ないた赤おに」での,道 徳の時問の読みと,国 語科の読みについて,先 に紹介 し

た読みの要素がどの ような読みとして具体化 され,そ れぞれの読みにおいてどの程度

具体化されているのかを示 したものが次頁の資料5で ある。

まずは,物 語を受容する上で必要となる虚構であることを受け入れるということに

ついて注12ilしたい。国語科では読みに臨むにあたって当然必要 とされる前提である。

そのことについて,道 徳の時問の読みにおいて,前 提 とされているか といえば 前提

とされていなければ子供たちは資料 としての読みを成立させることはで きないのだか

ら,そ の前提は受け入れられていると言える。しか し,道 徳の時間の授業を見ていて

も,そ のための教師の働 きかけというものを目に したことはない。「今 日は,○ ○ と

いうお話 を読んで考えるよ」 という形の投げかけでさっと資料の読みに入るのであ

る。ここに,道 徳の時間に資料を読む子供の構 えをつ くる秘密の一つ があると考えら

れる。

このように見てみると,道 徳の時間の読み と国語科の読みとでは,初 読段階での読

みについては,ほ とんど同じような読む作業を行っているといえる。そ して,違 いが

生ずるのは,再 読段階での読解の部分 とイメージ化及び鑑賞の部分である。国語科で

の読みでは,当 然再読をす ることでより多 くの内容を読み取 らせ ようとするのは当然

のことであると分かっていても,そ れに しても,道 徳の時間の読みがシンプルである

ことに驚きさえも感 じるものである。
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鬼
が
登
場
す
る
曹
話
を
受
け

入
れ
ら
れ
る
か
。

読
み
の
具
体

?

・

誕
礪

必要

資料5

初読の読み 手

登 時 背 場 展 心
場 代 蟻 所 開 情
入
物

方赤 頃ず 社鬼 山 鬼赤 青場
と鬼

oつ
会 と 奥 は鬼 鬼面
と
。入
の 去の の こ

格鬼
そ
龍
が
村
里

つ願

てい
心と
情の

れ 欝 共
o

しを
。赤

ぞ 話 存 ま叶 鬼
れ が し

、 》

つ え. の

の で て
。て 心

生 き い
、

情
き た る 青

、

◎ △ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

「ないた赤おに」 を例に した道徳 の読みと国語の読みの比較

(小学校2,3年 生 を対象 にした場合)

鰍(前 畢1㎜「 再読(覆一半)

心
理
入
物
の
関
係

赤
鬼

と
青

鬼

の
関

係
。

と

人
問

の
関

係
。

赤
鬼

別
の
友
を
ほ
し
が
る
赤
鬼
と

自
分
を
犠
牲
に
す
る
青
鬼
。

△

△

△

○

言

主
題

思
い

や
り

と
は
。

真
の

友
情とは。自己犠牲は美徳か。

△

△

…

描
写
と
意
味

青
鬼
の

戸
口
に

ひ
っ

そ

り
と咲く爵合の花の意味など。

×

△

入
物
の
変
化

青

鬼
の

思
い

を
知
っ

て

泣
く赤鬼。

◎

○

噴

例

"
青

鬼

の
赤
鬼

を

思
う
・

に
感
動

し

た
。

赤

鬼

や
村

人

の
生
活

の
具
仲

像

。
こ

の
物

語

を
ど
う

思

う

か
。

二
入

の
行

動

の
是
非

。

×

○

このように考えて くると,子 供 に,物 語の設定から生 じる違和 感を感 じさせずに

さっと物語の読みに入 り,そ して,考 えさせたい内容項}。1に向かって突き進んでいけ

るそういうス トレー トさとシンプルさが,道 徳の時間の読みの最大の特徴 と誘えるだ

ろう。

そ して,そ のス トレー トさ,シ ンプルさがあるからこそ,再 読の範囲の読みの要素

である心情の読みを初読のみによって実現で きるということなのだろう。そういうこ

とか ら考えると,道 徳の時間の読みは,あ らす じの把握 と入物の心情の把握に特化 し

た読みであるということができるだろう。

(3)テ キス トの比較

これまで どのように読むことをしているかという観点から考察をしてきたが,読 み

取 りの対象 となるテキス ト自体にもそれぞれの読みの特徴 を生み出す要困があるので

はないかと考えた,,そ こで,そ れぞれのテキス トを比較 してお くことにする。

楷成社版の原作 に近いものと,学 校図書版の2年 生の道徳資料,平 成23年 版の教育

出版2年 の教材 を比較することとす る。ここでは全文について取 り上げることはで き

ないので,赤 鬼が青鬼のことを思い出 し,訪 ねようとす る場面を描いている場面を抜

き出して比較していく。

これまでにも述べて きたように,道 徳 ではテキス ト全体 に張 り巡 らされるような
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道徳の時間における読むことの意瞭

資料6「 ないた赤おに」の原作,道 徳資料 国語科教材の比較

原作(借 成 社版)

たい くつ なときな ど,い まはあ りま

せん。お きゃくたちとはな しを しあっ

て,お もしろいや ら,お か しいや ら,

あかおには,ま いちににこにこ してい

ました。

けれ ども,な んにちたちましたか。

あるばんの こと,あ かおには,ま く

らにあた まをのせかけて,ふ っ ととも

だち,あ おおににきがつ きました。

「そうだよ。あお くん。あれから,ち っ

ともやってこない,,ど うしたのかしら。

あの とき,ひ たいをぶっつ けたが,ま

さかわる くて,ね こんでいるん じゃあ

るまいな。」

そ うかんが えて,あ かおには,し ん

ぱいになってきました,

道 徳資料

(2年 学図版)

た の しい まい

日 がつづ きまし

た

國語2年(教 育出版)

こうして,お にには人 開のお

友 だちがで きま した。 前 とか

わって,い まはちっともさび し

いことはありません。

けれ ど,だ んだ けれども,こ こに 一つだけ気 に

ん 膏おにのこと なることがあ りました。それは,

が,気 になって ほかで もあ りません。 おにのな

きました。 か まの 青おにが,あ れか ら一・度

(ど うしたの もたずねてこなくな りましだ,

だろ う。 どこか 「どうしたのだろ う。 ぐあい

ぐあ い が わ る がわる くて,ね ているび)かな。」

いのかな。 わざと 自分 ではしらにひたいを

ぶ っつ けた りして,角 で もい

ためてい るのかな。

つ ぎの 日,よ あけにあかおには,は

んしをだ して,じ をか きました、,

きょうは 一 目 るす にな ります。あ した

はいます,,む らのみな さま あ

かおに

そ うかいて,と ぐちにはって,あ か

おには,や まのそばか らたちのぼる,

よあけの くもにとびの りました。

くもといっ しょに,あ かお には,か 赤 おには,出

ぜ にふかれてはこばれて,や ままたや を い くつ も こ

まのお くふかい・ たにの ところにいき えて ,青 おにの
ま した。 たにのけわ しいが けはたに, う ちへや ってき

いわのおうちが・たっていました・ ました
。

赤 お に は,

た 。

した くをしまし

(下線 は筆者による)

ネットワー クとも言える文脈は必要としていない。例えば,道 徳の時問の資料として

は,… 枚の画像で ト分に子供たちの道徳的な思考を活性化できるものとなり得るので

あり,そ こでの文脈は幅広いものではないが,あ る瞬聞について見ると,そ れは奥行

きのある文脈であると誘える。

小説 を代表とする文学は,人 間の置かれている状況 と人問の取る行動の無限のバリ

エーシ欝ンの一つ 一一つを書 き言葉で表現 したものと濡えるが,そ こでの文脈は,あ る

一点の状況における ・点の行動の意味では成立 しない、,したがって,部 分 と部分をつ

ないでいってはじめて文脈が成立する国語科の読みでは,部 分の象徴である一疇吾…・

語,一一文一文に目を向けることが求められるのである。

このように考えれば,国 語科での読みはテキス ト全体を志向 したものであり,道 徳
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創翻i大学教育学論集 第6◎号:石 丸

の時聞の読みはその中の一点を志向 したものであると言えるだろう、,それに応えるテ

キス トとして,道 徳の時闘の資料では,中 心的な入物が決断や選択を追 られるような

状況が分かれば それに伴 う情景描写や会話,表 情はなくてもよいのである。

例えば,次 のようなテキス トでも道徳の時間の授業をすることは再能だろう。

入問 と友達 になりたかった赤鬼が,青 鬼に相談 した。すると,青 鬼 に自分が悪

者になるか ら,僕 をやっつけて君がいい鬼 だと思われれば}二手 くい くよと書われ

た。その通 りにしたら赤鬼は入聞 と紳良 くできるようになった。そんな赤鬼を見

…
て青鬼は,自 分がいると邪魔だ と思って旅に出て しまう。青鬼のいな くなった家

を訪れた赤鬼は,青 鬼の概 き手紙を見て涙を流す。
________甲_一 一 一 一一旧一 一 幽一 一 一 一 一 一圃一 一 …一一一一一 一一 … …… …}… … …}一 舳一… 鞘 一 い炉

このテキス トの中で,例 えば,① 入間と友達にな りたかった場面 ②青鬼の提案を

受け入れた場面 ③青鬼の手紙を読んで泣 く場面 などの取 り上げ方をすれば,そ の

場面について記述の短さを十分に補 う読みをすることができ,主 題に追ることができ

るだろう、,もちろん,こ のテキス トでは,「 ないた赤おに」 を読み味わうことはでき

ないが,そ れは道徳の時間の求める読みではないため,テ キス トになければならない

という性質の ものではない。む しろ,複 雑なテキス トにす ることによって,子 供たち

が混乱 して しまうこともあるだろう。

…例 として,原 作 には,青 鬼の家の戸口の脇にひっそりと咲 く白い百合の花が描か

れているが,道 徳資料にはこの描写は見られない。また,教 育出版の圏語科教科書に

も見 られない。 この百合は,孤 高の存在である青鬼を象徴するメタファーであると言

えるだろうが,道 徳の時間の読みにも小学2年 生の国語季}の読みにも必要なものでは

ないということだろう。

…一方,国 語科の物語教材であれば,単 に行動とそのときの心情を読めば国語科とし

ての読み となるわけではないので,情 景描写や詳細な会話,申 心的な入物の表情など

が書かれたテキス トでなければならない し,む しろ,分 か りにくさ,複 雑 さを持って

いた方が文学的であると評価されるもの となる。小学校2年 生にとっては,崖 っぷち

の白百合の描写については必要 ないが,「 角でも痛めたのかな」と心配する場瀟や山

越え谷越えの大変な旅をするための旅支度は文脈を作っていく ヒで,必 要なものだっ

たということなのである。

お わ り に

以上の考察か ら,得 られたことをまとめると次のようなものになる。

道徳の時間の読みは,あ らす じと入物の心情の読みに特化 したものであ り,国 語科

の読みは,原 則として読みに関わる要素の全てを読み取ろうとするものである。

それに伴 って,道 徳の時聞の資料は装飾的な文は削 り落 として入物の行動を読み取
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道徳の時賄における読むことの意味

りやすい ものになってお り,国 語科の教材は,多 様な意味が生ずるような複雑なもの

になっている傾向がある。

このように,今 回の研究において,道 徳の時間の読みと国語科の読みの違いをある

程度明 らかにすることができた。道徳資料は一面 では限定的な情報しか与えられない

ものであると言えるだろうが,そ のことは心情を深 く考える機能に結び付いている。

そして,そ れは特色ある展開によって生まれるのであ り,最 終的には授業をする教師

にかかっている。シンプルな素材でシンプルな読みを行うのであるか ら,方 法を誤れ

ば目指す 方向に行かないとい うことも十分に考えられるのである。シンプルだか ら簡

単なのではな く.シ ンプルだから難しいことを改めて意識する必要がある。
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Meanings of Material Reading in the Moral Education 

Class in Japan, Mainly U-' he Japanese Literature —1 " 

        "Naita Akaoni" (Red Demon Cried)

Kenichi ISHIMARLI 

 By analyzing the material reading in the moral education class and that in the Japanese 

literature class, and by comparing the two of them, I examined the structural difference 

between them. As a result of the examination, it was found that the moral education class 

provides a limited amount of information from the material, however, such a limitation forces 

and enables students to think more deeply about moral and emotional matters. Moreover, such 

an effect can be produced by a unique unfolding of materials, and in the end, it became clear 

that it all depends on the teacher who gives the lesson in the moral education class.
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